
マンガで伝える地域包括ケア
第 18話　共に学ぶ国際教室

今日は国際教室の取材で
小学校に来ています

この木すごく
いい感じでしょ

それに働いたお金を
趣味に使ったり
新しい仲間もできて
楽しいよ！

こんにちは

山根先生！
今日はよろしく
お願いします

こんにちは
授業は始まっていますので
さっそく行ってみましょう！

いつも一対一で
学習しているんですか？

海外から日本に引っ越してきた子や
家では外国語で話している子などが
学んでいます

学校生活の
サポートもして
いるんですか？

はい
そうです

子どもたちは国籍や
文化の違いがあっても
共に学び、共に生活する中で
仲良くなって
笑顔が増えていきます

私たちも
子どもたちのように
共に笑顔で暮らせる
地域にできたら
いいなあ～と思いました

国際教室とは

国際教室ではどんな子が
学んでいるんですか？

失礼します

よろしくお願いします

memo

明智君

だいたいそうです
日本語を学ぶって
とても大変なことなんです

学習が終わると
また自分の教室に
戻っていくんですね

国によって学校の様子も違います
日本の学校でも楽しく過ごせるように
一人ひとりに合わせて支援しています

川崎市では、日本語指導が必要な子どもたちが
多くいる学校に「国際教室」を設置して、
日本語の学習や学校生活のサポートをしています。
楽しい学校生活を送り、学習に取り組めるように
なるために頑張っている子がたくさんいます。

今日はよろしく
お願いします
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